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－ －

１ 解答解説のページへ
実数 について は つの等式

を満たすものとする。次の問いに答えよ。
と を で表せ。

の 次方程式 が実数解をもつ条件を で表せ。
が条件 ≦≦ ≦≦ を満たすとき 点 の存在範囲を座

標平面に図示せよ。
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－ －

２ 解答解説のページへ
不等式 ≦ の表す領域を 不等式 ≦ の表す領域を とす

る。 と の和集合 を とする。また 不等式 ≧ の表す領

域を とする。次の問いに答えよ。
とするとき と の共通部分 の面積を求めよ。

と の共通部分 が空集合でないための条件を で表せ。
と の共通部分 が空集合でないとき点 の存在範囲を座標平面に

図示せよ。
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－ －

３ 解答解説のページへ 
複素数平面上で 点 を中心とする半径 の円を 点 を中心とする半径 の円

を とする。複素数 の表す点は 上にあり 複素数 の表す点は 上にある。
の偏角を とし の偏角は とする。ただし ≦≦ とする。次の問い
に答えよ。

を を用いて表せ。
の実部が の実部より小さくなる の範囲を求めよ。

を満たす の値を求めよ。
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１ 問題のページへ
条件から なので

………① ………②
①②より

次方程式 ……③が実数解をもつ条件は
≧

より ≧ ≦ ………④

③は と変形でき その解は である。
すると 条件 ≦≦ ≦≦ は ③の つの解がともに ≦≦ にあ

ることに等しい。
ここで とおくと ④の条件のもとで

≦≦ ≧ ≧

よって ≦≦ ≧ ≧

さて ④の境界線 と の共有点は

よって 放物線 と直線 は 点 で接する。

同様に 放物線 と直線 は 点

で接する。
以上より 求める点 の存在範囲は 右図の網

点部となる。なお 境界は領域に含む。

［解 説］ 
次方程式の解の配置の問題です。基本に従って 計算を進めることが重要です。
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２ 問題のページへ
≦ ≦ に対し 集合
の表す領域は 右図の網点部となる。

さて ≧ に対し の
ときは ≧ である。
よって の表す領域は 軸に関して対称とな

り その面積 は

であるとき 放物線 と は共有点をもち

よって ≧

≦ ≦ ………①

より であることは
または であることと同値である。

ここで という条件は と同様にして

よって ≧

≦ ≦ ………②

以上より であるとき①または②が成立し

これを図示すると 右図の網点部となる。なお 境界は
領域に含む。

［解 説］ 
集合と領域の融合問題です。 の題意は 少し把握しづらいですが その点は

の誘導によって少し緩和されています。
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３ 問題のページへ 
条件より なので

と表せるので の実部が の実部
より小さくなる条件は

＜ ＜

＜ ＜＜

よって ≦≦ から ＜＜ である。

より

すると 条件より

のとき

＞ となり この式を満たす は存在しない。

のとき

となり ≦≦ から である。

［解 説］ 
複素数についての基本問題です。三角関数の計算力がものを言います。


